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振
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返
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返
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　「
最
上
川
逆
白
波
の
た
つ
ま
で
に
ふ
ぶ
く
ゆ
ふ
べ

と
な
り
に
け
る
か
も
」

　
か
つ
て
歌
人
・
齋
藤
茂
吉
が
大
石
田
に
滞
在
し
た

折
、
最
上
川
の
荒
々
し
く
も
力
強
い
情
景
を
詠
ん
だ

こ
の
一
首
は
、
今
も
私
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、
絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ

続
け
る
最
上
川
。
そ
の
ほ
と
り
に
営
ま
れ
て
き
た
大

石
田
町
が
、
新
町
発
足
七
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
町
長
と
し
て
、
ま
た

一
町
民
と
し
て
、
深
い
感
慨
と
誇
り
を
覚
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
昭
和
三
十
年
の
三
町
村
合
併
以
来
、

私
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
七
十
年
の
軌
跡
を
「
写
真
」

と
い
う
記
憶
の
断
片
で
振
り
返
り
ま
す
。
当
時
の
人

口
一
万
五
千
余
名
、
舟
運
の
要
衝
と
し
て
活
気
に
あ

ふ
れ
た
町
並
み
。
農
業
と
商
業
を
柱
に
町
の
基
盤
を

築
き
上
げ
た
先
人
た
ち
の
不
屈
の
努
力
。
そ
れ
ら
一

枚
一
枚
の
写
真
に
は
、
今
日
の
大
石
田
を
創
り
上
げ

た
尊
い
汗
と
涙
、
そ
し
て
笑
顔
が
写
し
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
道
程
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
の
羽
越
豪
雨
、

令
和
二
年
の
七
月
豪
雨
な
ど
、
度
重
な
る
水
害
と
い

う
試
練
に
直
面
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た

び
に
町
民
が
心
を
一
つ
に
し
、
互
い
に
助
け
合
い
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
こ
そ
が
、
大
石
田
の

歴
史
を
貫
く
精
神
で
あ
り
、
未
来
へ
の
確
か
な
礎
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
改
め

て
本
町
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し
ま
す
。
か
お
り
風
景

百
選
に
選
ば
れ
た
「
そ
ば
の
里
」、
ス
イ
カ
や
米
に

代
表
さ
れ
る
実
り
、
そ
し
て
芭
蕉
や
茂
吉
に
愛
さ
れ

た
文
化
の
彩
り
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
私
た
ち
が
次

世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
き
「
大
石
田
の
誇
り
」
で
あ

り
ま
す
。

　
か
つ
て
あ
る
詩
人
が
詠
ん
だ
「
た
と
え
地
球
が
あ

す
滅
び
る
と
も
、
君
は
今
日
り
ん
ご
の
木
を
植
え

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
目
先
の
こ
と
で
は

な
く
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
の
町
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
、私
た
ち
は
今
、

責
任
を
持
っ
て
次
代
へ
の
種
を
蒔
き
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　「
不
易
を
知
ら
ざ
れ
ば
基
立
ち
が
た
く
、
流
行
知

ら
ざ
れ
ば
風
新
た
な
ら
ず
」。

　
松
尾
芭
蕉
が
重
ん
じ
た
「
不
易
流
行
」
の
精
神
を

胸
に
、
変
わ
ら
ぬ
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
新
た
な

挑
戦
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
悠
久
に
流
れ
る
最
上

川
の
よ
う
に
、
大
石
田
町
が
百
年
、
さ
ら
に
そ
の
先

へ
と
力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願

い
、
発
刊
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

悠
久
の
流
れ
と
と
も
に
　

悠
久
の
流
れ
と
と
も
に
　

―
写
真
で
綴
る
大
石
田
、
七
十
年
の
誇
り
―

―
写
真
で
綴
る
大
石
田
、
七
十
年
の
誇
り
―

大
石
田
町
長

　
　
庄
司
　
中

上空からみた大石田町（令和７年８月撮影）



大石田町新町発足70周年記念号大石田町新町発足70周年記念号 45

水害と大雪を水害と大雪を
乗り越えて乗り越えて

the 70th anniversary

大
石
田
町
誕
生

次
年
子
放
牧
場
で
放
牧
始
ま
る

北
大
石
田
駅
新
設
営
業
開
始

大
石
田
ま
つ
り
に
花
笠
お
ど
り

パ
レ
ー
ド
が
加
わ
る

交
通
安
全
母
の
会
結
成
さ
れ
る

齋
藤
茂
吉
歌
碑「
虹
の
断
片
」、

今
宿
虹
ヶ
丘
に
建
立

大
石
田
中
学
校
と
横
山
中
学
校

が
統
合
し
大
石
田
第
一
中
学
校

と
な
る

乗
舩
寺
境
内
に
正
岡
子
規
の

句
碑
建
立

町
営
大
高
根
キ
ャ
ン
プ
場
開
設

町
民
プ
ー
ル
完
成（
50
m
）

第
１
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

開
か
れ
る

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

福
祉
会
館
落
成

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

流
雪
溝
工
事
は
じ
ま
る

羽
越
豪
雨
、大
正
２
年
を
超
す

最
上
川
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る

（
最
高
水
位
、6
m
87
㎝
を
記
録
）

次
年
子
地
区
に
無
線
電
話
開
通

大
石
田
第
一
中
学
校
体
育
館

落
成

新
観
光
ル
ー
ト
最
上
川
舟
下
り

は
じ
ま
る（
虹
ヶ
丘
〜
大
浦
間
）

第
１
号
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
開
始

亀
井
田
大
橋（
川
前
・
豊
田
間
）

竣
工

大
石
田
駅
跨
線
橋
竣
工

大
石
田
第
一
中
学
校
校
舎
落
成

昭和41年昭和41年昭和45年昭和45年 昭和35年昭和35年 昭和31年昭和31年昭和36年昭和36年昭和42年昭和42年 昭和32年昭和32年昭和38年昭和38年昭和43年昭和43年 昭和34年昭和34年昭和40年昭和40年昭和44年昭和44年

1月5月 6月10月 5月2月8月7月8月 3月4月

板
垣
家
子
夫
氏
、齋
藤
茂
吉
文

化
賞
に
輝
く

11月10月 8月10月 8月7月 12月12月 12月12月

15,126人

学校給食の様子（昭和45年頃）

09.町民プール完成（昭和45年頃）

07.初となる町民スキー大会 昭和42年の豪雪（最大積雪237cm）

04.円形校舎と体育館

02.大石田駅（昭和31年頃） 03.川前・豊田間を結ぶ永久橋が完成

黒滝の渡し船（昭和46年頃） 大石田の冬（昭和37年頃） 町の様子（四日町）

02 0106070809 05 04 03

　
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
、

大
石
田
町
は
、旧
大
石
田
町
、

横
山
村
、
亀
井
田
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
当
時
の
人
口
は
現
在
の

お
よ
そ
倍
の
一
万
五
千
百
二

十
六
人
で
し
た
。 写真で振り返る写真で振り返る

70年のあゆみ70年のあゆみ
子どもの日（昭和34年頃）

01.齋藤茂吉歌碑除幕式（虹ヶ丘）

08.町営大高根
	 キャンプ場開設

06.板垣家子夫氏
茂吉文化賞受賞

05.昭和42年の
	 羽越豪雨
	 （本町通り）

写真 写真写真 写真写真写真写真写真写真

昭和30年昭和30年
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15.資料館を見学する様子

18.第１回雪まつり開催

乗
舩
寺
に
齋
藤
茂
吉
第
三
の
墓

と
歌
碑
建
立

５
，０
０
０
年
前
の
久
伝
遺
跡

（
田
沢
）調
査
が
行
わ
れ
一
般
に

公
開
さ
れ
る

来
迎
寺
〜
小
菅
〜
田
沢
を
結
ぶ

３
，３
４
５
ｍ
の
農
免
道
路
開
通

東
北
一
を
誇
る
県
立
最
北
専
修

職
業
訓
練
校
ス
タ
ー
ト

次
年
子
中
学
校
が
大
石
田
第
一

中
学
校
に
統
合

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
父「
鈴
木
貞
次

郎
翁
」顕
彰
碑
亀
井
田
中
学
校
校

庭
に
建
立

第
１
回
雪
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

最
上
川
大
浦
橋（
大
浦
・
駒
籠

間
）竣
工

大
石
田
ま
つ
り
花
笠
お
ど
り
パ

レ
ー
ド
手
お
ど
り
に
統
一

大
石
田
駅
舎
改
築
落
成

大
石
田
ま
つ
り
に
み
こ
し
登
場

（
寄
贈
者
保
芦
邦
人
氏
）

「
町
民
歌
」、「
町
民
憲
章
」制
定

齋
藤
茂
吉
歌
碑「
螢
火
を
」が
、

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
中
庭
に

建
立

県
下
で
初
め
て
町
内
全
小
中
学

校
に
プ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る

昭
平
橋
架
替
工
事
竣
工

町
立
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
落
成

老
人
い
こ
い
の
家
落
成

尾
花
沢
市
消
防
署
大
石
田
分
署

業
務
開
始

集
落
整
備
に
よ
る
集
団
移
転
に

よ
っ
て
曙
町
が
誕
生

角
二
山
に
縄
文
時
代
の
竪
穴
式

住
居
を
復
元

昭和49年昭和49年昭和53年昭和53年昭和58年昭和58年 昭和46年昭和46年昭和50年昭和50年昭和54年昭和54年 昭和47年昭和47年昭和51年昭和51年昭和55年昭和55年 昭和48年昭和48年昭和昭和5252年年昭和昭和5757年年

5月5月9月 4月4月6月 2月4月8月 12月 7月 5月 7月3月3月 10月 11月12月

本
町
地
区
に
町
営
駐
車
場
完
成

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
落
成

8月9月

名
誉
町
民
第
１
号
の
称
号
を

保
芦
邦
人
氏
、板
垣
家
子
夫
氏
、

小
松
均
氏
に
贈
る

7月

水と緑と水と緑と
文化の町へ文化の町へ

19.鼓笛隊を先頭にした渡り初め（大浦橋）

14.名誉町民第１号の称号を３氏に贈る

16.新町発足25周年に合わせて「町民歌」と「町民憲章」が制定された

17.大石田まつり神輿渡御（昭和57年頃）

20.大石田の新しい玄関としてお披露目

10.駒籠小学校プール開き

13.子育て支援と健康づくりの拠点が完成

09.最北専修職業訓練校昭和46年度入学式

11.新たに整備された曙町地区の町並 大石田まつり灯籠流し（昭和47年）

12.災害時等のじん速な対応が可能に

09101112131416 1517181920
写真写真写真写真写真写真写真 写真写真写真写真写真
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29.「べにばな国体」の様子

町
議
会
で
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、ヒ
メ

ギ
フ
チ
ョ
ウ
混
棲
地
保
護
宣
言

決
議

大
石
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

落
成

宿
泊
施
設

「
虹
の
館
」オ
ー
プ
ン

第
１
回
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催

大
石
田
小
学
校
現
校
舎
落
成

黒
瀧
橋
完
成

第
１
回
大
石
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り

開
催

大
石
田
温
泉
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン

ド
深
堀
オ
ー
プ
ン

大
石
田
ま
つ
り
に
お
い
て
、

新
町
発
足
30
周
年
記
念
特
大

３
尺
玉
花
火
を
打
ち
上
げ
る

新
町
発
足
30
周
年
記
念

首
都
圏
大
石
田
会
結
成
さ
れ
る

役
場
現
庁
舎
開
庁

元
祖
花
笠
踊
り
像
建
立

次
年
子
ス
キ
ー
場
完
成

大
石
田
ま
つ
り
に
お
い
て

第
１
回
町
民
号
花
火
２
尺
玉

３
連
発
打
ち
上
げ
る

小
鵜
飼
船
再
現
さ
れ
る

「
べ
に
ば
な
国
体
」ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
技
開
催

最
上
川
特
殊
堤
修
景
事
業
完
成

国
道
３
４
７
号
横
山
バ
イ
パ
ス

開
通

大
石
田
町
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ「
桂
桜
会
館
」落
成

俳
聖
松
尾
芭
蕉
真
蹟
歌
仙

「
さ
み
だ
れ
」の
碑
本
町
の
髙
野

一
栄
亭
跡
に
建
立

昭和63年昭和63年平成5年平成5年 昭和59年昭和59年平成元年平成元年平成8年平成8年 昭和60年昭和60年平成2年平成2年平成9年平成9年 昭和61年昭和61年平成4年平成4年

6月6月10月 11月11月12月12月11月 7月8月4月4月 8月 8月9月 6月10月10月12月 11月 8月

24.役場庁舎前に元祖花笠踊り像建立

23.第１回町民号（２尺玉３連発）

25.次年子スキー場完成26.再現された小鵜飼船

22.新町発足30周年記念「ミステリー30」 21.首都圏大石田会結成

27.国道347号横山バイパス開通式

30.第１回大石田のおひなまつりの様子。本町地区の旧家9軒で
　  貴重なおひなさまが公開された。

28.多目的コート、ゲートボール場開き

31.延長602.4mの壁画で塀蔵と舟役所大門を再現32.第１回新そばまつりの様子。
　 「そばの里 大石田」を町内外にPR。

212223242526272830 293132

大石田の夏を彩る大石田の夏を彩る
町民号町民号

写真写真写真写真写真写真写真写真写真 写真写真写真
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12月10月11月

現
大
石
田
保
育
園
開
園

第
１
回
維
新
祭
が
開
催
さ
れ
る

東
日
本
大
震
災
発
生

積
雪
が
観
測
開
始
後
最
高
と
な

る
２
７
９
㎝
を
記
録
す
る
。

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀
入
浴

客
数
５
０
０
万
人
達
成

大
石
田
ま
つ
り
過
去
最
高
の

14
万
人
が
来
町

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
築
は
じ

ま
る

町
税
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

国
道
３
４
７
号「
絆
」交
流
促
進

協
議
会
設
立

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀
に
オ

ス
の
三
毛
猫
陶
器
風
呂
が
登
場

宮
城
県
涌
谷
町
と
友
好
交
流
協

定
を
締
結

大
雨
の
影
響
で
最
上
川
の
最
高
水

位
が
避
難
判
断
水
位
16
ｍ
20
㎝
を

超
え
る
16
ｍ
66
㎝
を
記
録

大
石
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

大
石
田
南
小
・
大
石
田
北
小
学
校

が
開
校

山
形
新
幹
線「
つ
ば
さ
」新
庄
延

伸
・
大
石
田
駅
停
車
実
現 

大
石
田
駅
開
業
１
０
０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
開
催

か
お
り
風
景
１
０
０
選
に

「
大
石
田
町
そ
ば
の
里
」が
認
定

統
合
中
と
し
て
大
石
田
中
学
校

が
開
校

山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

大
石
田
町
が「
大
賞
」を
受
賞

平成13年平成13年平成24年平成24年平成25年平成25年 平成22年平成22年平成26年平成26年

4月 4月8月3月2月3月89 4月7月8月 9月 7月 10月11月 4月

平成11年平成11年平成23年平成23年平成27年平成27年

41.大石田北小学校開校式

46.平成5年のオープン	
	 から23年目で入浴	
	 客数500万人達成

42.山形ふるさとＣＭ
	 大賞で「大賞」を受賞。
　  乗舩寺涅槃像を
	 県内外にPR。

44.宮城県涌谷町と
	 友好交流協定を締結。	
	 お互いのまつりに参加	
	 するなど町民同士の交	
	 流も深まってきている。

45.三毛猫陶器風呂が登場

33.雪国鷹巣太鼓の勇壮な響きで新幹線をお出迎え 

37.次年子小学校126年の歴史に幕

34.踊りの競演で大石田まつりを一層華やかに

38.ボランティアガイド「虹の町案内人」が観光客をおもてなし

35.開通からちょうど100年記念イベント36.大石田・土生田線バイパス開通式

39.統合大石田中学校開校式40.町内でも停電や断水が発生した

33343540 394142434446 45
写真写真写真

10月

国
民
文
化
祭
や
ま
が
た
２
０
０
３

が
開
催
さ
れ
、当
町
で
は
記
念

公
演
や
最
上
川
絵
画
展
な
ど
を

実
施

大
石
田
・
土
生
田
線
バ
イ
パ
ス

開
通
式

大
石
田
駅
に
観
光
案
内
所
が

オ
ー
プ
ン

平成17年平成17年 平成14年平成14年平成19年平成19年 平成15年平成15年

9月8月

次
年
子
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

3月 363738
写真写真写真写真写真写真写真写真写真写真写真

43.町全体が雪に覆われた（最大積雪279㎝）
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令和２年令和２年

国
道
３
４
７
号「
絆
」交
流
促
進

協
議
会
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
締
結

令和４令和４年年令和５令和５年年令和６令和６年年

最
上
川
総
合
水
防
訓
練

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
虹
の
プ
ラ

ザ
」オ
ー
プ
ン

KO
E no K

U
R
A

オ
ー
プ
ン

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
愛
称
表
彰

式「
虹
の
プ
ラ
ザ
」に
決
定

亀
井
田
橋
開
通
式

平成24年平成24年平成25年平成25年 平成22年平成22年平成26年平成26年

3月7月 4月 40 3951
写真写真写真写真写真

平成30年平成30年令和元年令和元年 平成28年平成28年

10月5月 10月11月 8月

平成29年平成29年令和３令和３年年

48 47495053

49.�賑わい拠点として「KOE no KURA」がオープン

53.�最上川総合水防訓練を下河原運動公園で実施

50.亀井田橋開通
　 （渡り初めの様子）

52.�東北中央自動車道大
石田～村山間が開通

54.コロナ禍のなか行われた入学式

47.愛称が「虹のプラザ」に決定48.�国道３４７号「絆」交流促進協議会災害
時相互応援協定を締結

51.「虹の館」がリニューアルオープン

9月

「
虹
の
館
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

写真
4月52
東
北
中
央
自
動
車
道
大
石
田
村

山IC

開
通

写真

令和７令和７年年令和８令和８年年

58.新町発足70周年記念式典

57.大高根山町民登山を開催

55.�新しく完成した
大石田駅都市 
施設

56.�涌谷町友好協
定締結10周年
記念式典

59.１２大会ぶりのグランプリ受賞

60.オリジナルフレーム切手を限定販売

61.町民歌の再録音の様子

54.大石田かるた大会の様子

写真

54

豪
雨
災
害
に
よ
り
多
く
の
家
屋
が

被
害
に
あ
う

7月

日
本
文
化
遺
産「
山
寺
が
支
え
た

紅
花
文
化
」構
成
市
町
に
大
石
田

町
が
認
定
さ
れ
る

5月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

蔓
延
す
る

1月

尾
花
沢
市
消
防
署
大
石
田
分
署
が

完
成

3月

大
石
田
町
消
防
団
が
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
け
る

10月

大
石
田
か
る
た
完
成

写真
3月54

大
石
田
駅
都
市
施
設
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

写真
4月55

涌
谷
町
友
好
協
定
締
結
10
周
年

記
念
式
典
を
開
催

写真
9月56

地
区
対
抗
野
球
大
会
70
回
を
祈

念
し
、工
藤
公
康
野
球
教
室
を
開

催

9月

大
高
根
山
を
登
る
会
に
よ
る

町
民
登
山
を
実
施

写真
8月57

新
町
発
足
70
周
年
記
念
式
典

写真
10月58

新
町
発
足
70
周
年
記
念
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を
販
売
開
始

写真

60

小
学
校
３
校
が
統
合
す
る
新
大

石
田
小
学
校
の
建
設
工
事
が
始

ま
る

6月

有
志
に
よ
る
町
民
歌
の
再
録
音

を
実
施

写真
3月61

山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
12
回

ぶ
り
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

写真
10月59
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大石田町新町発足70周年記念
フォトコンテスト応募作品より
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